
 

女性や若い世代にも「国柄」と「憲法」を身近に理解してもらう機会を
展開する１年に！ 憲法改正賛同者拡大(兵庫目標30万)達成を！ 日
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憲
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平
成
二
十

九
年
度
、
私

ど
も
女
性
部

は
県
内
を
巡

っ
て「
憲
法
改

正
お
し
ゃ
べ

り
カ
フ
ェ
」
を

広
め
て
い
き

ま
す
。
★
緊

急
事
態
条
項

（
担
当
：
藤
波
）

★
九
条
改
正

（
担
当
：
岩
井
）

★
家
族
保
護

（
担
当
：
山
田
）

★
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
門
脇
）
の

体
制
で
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
三
つ
の
項
目
を
一
時
間

解
説
し
て
、
そ
の
後
、
カ
フ
ェ

で
質
疑
応
答
と
雑
談
で
す
。

先
月
、
明
石
の
会
員
宅
で
開

催
し
、
そ
の
内
容
は
一
月
四

日
の
神
戸
新
聞
社
会
面
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
お
気
軽

に
ご
連
絡
下
さ
い
。
コ
ー
ヒ

ー
と
お
菓
子
が
あ
れ
ば
、
ど

こ
に
で
も
行
か
せ
て
い
た

き
ま
す
。
今
後
の
予
定 

●

一
月
十
日 

神
戸
市
植
中

議
員
の
事
務
所
（
済
） 

●

一
月
二
十
九
日 

猪
名
川

（
山
田
） 

だ

述
べ
ら
れ
た
。

 

国
宝
姫
路
城
を
見
渡
せ

る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
直
会

に
も
引
き
続
き
多
く
の
方

が
参
加
さ
れ
、
参
加
者
各

位
が
そ
れ
ぞ
れ
思
い
を
述

べ
ら
れ
た
。
産
経
新
聞

論
の
会
の
小
島
氏
か
ら
の

Ｐ
Ｒ
、
土
地
買
収
問
題
（
中

国
）
、
新
聞
へ
の
投
書
、
ミ

ズ
ー
リ
号
へ
の
攻
撃
に
身

を
挺
し
た
日
本
兵
の
亡
骸

を
丁
重
に
扱
っ
た
話
、
ま

た
、
マ
ス
コ
ミ
の
話
題
や

女
性
の
立
場
か
ら
も
、
母

親
自
ら
の
子
育
て
の
必
要

性
、
日
本
再
生
教
育
機
構

の
八
木
会
長
自
ら
設
立
す

る
会
社
発
刊
の
「
道
徳
」

教
科
書
へ
の
支
援
カ
ン
パ

の
呼
び
掛
け
な
ど
、
約
三

十
名
の
方
々
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
が
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
や
思
い
を
述
べ
ら
れ
、

と
い
う
間
に
二
時
間

半
が
経

 

 

一
月
八
日
、
天
気
こ
そ

は
小
雨
と
な
っ
た
が
、
姫

路
護
国
神
社
で
、
日
本
会

議
中
・
西
播
磨
支
部
新
年

祈
願
祭
が
本
殿
で
厳
か
に

行

 

わ
れ
た
。

 

例
年
よ
り
さ
ら
に
多
く

の
参
加
の
申
込
（
三
十
四

名
）
が
あ
っ
た
と
事
務
局

長
の

 

井
上
氏
は
語
る
。

 

副
支
部
長
の
泉
和
慶
宮

司
の
ゆ
っ
た
り
且
つ
張
り

の
あ
る
声
で
祝
詞
が
奏
上

さ

 

れ
た
。

 

宮
司
の
挨
拶
で
は
、
参
詣

者
が
増
え
て
い
る
こ
と
、
国

柄
を
守
り
、
国
の
誇
り
を
感

じ
ら
れ
る
一
年
に
と
い
う

抱
負
を
す
ぐ
に
理
解
さ
れ

な
い
記
者
と
の
や
り
と
り

が
印
象
的
だ
っ
た
。
三
木
英

一
会
長
か
ら
は
、
身
を
引
き

締
め
て
会
長
及
び
支
部
長

職
を
全
う
し
て
い
く
ご
決

意
が

 

正

あ
っ

っ
た
。

 
 
 

（
事
務
局
・

）

 
 

去
る
一
月
九
日
、
成
人
の

日
。
神
戸
市
ノ
エ
ビ
ア
ス
タ

ジ
ア
ム
に
、
続
々
と
集
ま
る

晴
れ
着
姿
の
二
十
歳
の
若

者
た
ち
。
報
道
に
よ
る
と
九

千
三
百
名
。
恒
例
と
な
っ
た

成
人
に
向
け
た
街
頭
啓
蒙

活

 

動
。

毎
年
、
会
場
入
り
口
前
に

陣
取
る
の
は
、
決
ま
っ
て
共

産
党
、
民
主
青
年
同
盟
、
新

市
橋     

神
戸
市
成
人
式

ノ
エ
ビ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
（
和
田
岬
） 

街
頭
活
動
報
告 
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二

日
本
婦
人
の
会
が
約
三
十

名
位
。
ソ
フ
ト
な
語
り
口
の

女
性
議
員
の
街
宣
と
若
い

活
動
家
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー

ト

 

 を
行
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
当
方
は
、

寒
い
時
期
の
せ
い
か
、
今
回

五
名
が
参
加
。
こ
の
度
は
街

宣
行
わ
ず
、
櫻
井
先
生
の
幟

り
と
チ
ラ
シ
配
布
の
み
と

い
う
形
で
行
っ
た
。
チ
ラ
シ

は
、
二
つ
折
り
の
日
の
丸
イ

ラ
ス
ト
入
り
の
建
国
記
念

の
日
を
祝
う
会
の
案
内
の

中
に
、
緊
急
事
態
条
項
、
自

衛
隊
の
明
記
の
憲
法
改
正

カ
ラ
ー
チ
ラ
シ
、
約
百
五
十

枚
を
配
布
し
た
。
途
中
、
雨

脚
が
や
や
強
ま
り
、
式
開
始

三
十
分
前
で
配
布
を
中
止

し
た
が
、
五
、
六
十
名
に
一

人
は
チ
ラ
シ
を
受
け
取
っ

て
く
れ
た
計
算
と
な
り
、
こ

の
よ
う
な
機
会
を
持
ち
得

た

 

意
義
は
大
き
い
。

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
祝
福
を
込
め
て
呼

び
か
け
る
と
、
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
い
つ

つ
チ
ラ
シ
を
受
け
取
る
礼

儀
正
し
い
方
、
共
産
党
と
当

方
の
ど
ち
ら
に
も
興
味
を

示
す
好
奇
心
の
強
い
方
。

姿
の
ヤ
ン
キ
ー
風
（
？
）
お

兄
ち
ゃ
ん
に
も
呼
び
か
け

て
日
の
丸
を
見
て
受
け
取

る
方
が
い
た
り
、
二
十
歳
な

の
に
保
護
者
同
伴
も
い
る
。

そ
の
保
護
者
も
よ
く
受
け

取
っ
て
く
れ
た
。
晴
れ
着
姿

の
多
く
の
若
い
人
々
に
触

れ
る
眼
の
保
養
や
、
同
窓
会

風
に
グ
ル
ー
プ
で
集
う
賑

や
か
な
人
た
ち
に
触
れ
る

効
用
も
あ
り
、
次
々
に
繰
り

出
す
多
く
の
新
成
人
達
の

顔
を
見
て
、
日
本
の
若
者
も

捨
て
た
も
の
で
は
な
い
と

不
安
の
中
に
も
少
し

を
覚
え

 

 

□１２月２３日（祝） 中西播磨支部 姫路護国神社清掃奉仕  □１月８日（日） 中西播磨支部 新年祈
願 祭  姫 路 護 國 神 社  □ １ 月 ９ 日 （ 祝 ・ 月 ）  街 頭 活 動 （ チ ラ シ 配 布 ・ 街 頭 情 報 宣 伝 ） 
神戸市成人式 ノエビアスタジアム（和田岬） 入り口付近               （ 以 上 終 了 ） 
■1 月 28 日（土） １4：0０～１6：3０ (協力) 『神戸タウンミーティング』 主催 日本教育再生機構兵庫 TOSS 兵庫 会費千円  元文科
大臣 下村博文先生 基調講演 『世界を照らす日本の心』 204５年～ｼﾝｷﾞｭﾗﾘﾃｨ～ 申込・問合せ 溝端 mizohata.tatsuya@toss2.com  
■２月 ４日（土） １３：３０～１５：００ 『唱歌をうたう』（第７回） 甲子園学院中学・高校舎「5 階 音楽堂」 会費千円  090-5155-7986 
■２月１１日（祝・土） 建国記念の日を祝う会   

【姫路会場】９時～白鷺宮・姫路護國神社 講演①神武天皇のご即位について（三木英一支部
長）②東ティモールのＰＫＯ活動に参加して（中村清勝氏）③青年の主張 １１時～ 祭典 １１時
半～ 式典 
【神戸会場】１３時～ 同祝う会 けんみんホール 参加費千円 講演 占部賢志先生(中村学園)  
１４時４５分頃～ 式典 １６時～ パレード（県民会館～三ノ宮センター街～生田神社） 
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田
神

道
楽
・
日
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丸
配
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姫
路
会
場
午
前
九
時
～

講
演
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神
武
天
皇
の
ご
即

(
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位

に
つ
い
て

三
木
英
一
支

 

部
長

講
演
②
東
テ
ィ
モ
ー
ル

Ｐ
Ｋ
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の

参
加
し
て

村
 

活
動
に

（
中

清
勝
氏
）

の
主
張 
関
西
学
院

一

野
誇
亮
氏 

青
年

回
生
中

 
 

大
学典

十
一
時
～

式
典 

十
一
時
半
～ 

 

の
だ
け
ど
…
」
と

言
葉
を
濁
し
て
い
た

あ
っ
て
欲
し
く
な

い
話
だ
が
、
も
し
米

中
対
決
が
現
実
と
な

れ
ば
、
ア
ジ
ア
は
戦

乱
と
な
る
可
能
性
も

あ
り
、
日
本
へ
の
影

響
も
避
け
が
た
い
。

ま
す
ま
す
憲
法
改
正

は
必
須
と
な
り
、
国

民
に
は
、
理
解
す
べ

啓
蒙
が
必
要
と
な

ろ
う
。 

（
市
橋
） 

き 〈
編
集
後
記
〉

▼
歌
会
始
ご
発
表
の

陛
下
の
御
製
、
皇
后

様
の
御
歌
は
と
も
に

来
し
方
を
振
り
返
っ

て
の
ご
感
慨
を
お
詠

み
に
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
一
方
、
皇
太

子
殿
下
は
「
山
の
水
」

が
「
大
河
」
に
、
秋

篠
宮
殿
下
は
「
野
鶏

ら
が
新
た
な
暮
ら
し

求
め
飛
び
ゆ
く
」
と

こ
れ
か
ら
の
皇
室
を

担
う
ご
覚
悟
を
お
詠

 

み
に
な
っ
た
様
に
も

思
わ
れ
て
く
る
。

▼
ト
ラ
ン
プ
新
大
統

領
の
指
先
外
交
が
世

を
騒
が
し
て
い
る
。

過
日
の
プ
ラ
イ
ム
ニ

ュ
ー
ス
で
、
櫻
井
よ

し
こ
氏
は
、
「
こ
れ

が
綿
密
な
戦
略
に
基

づ
い
て
な
ら
ま
だ
良

い

。 

 

一

月

以

降

の

日

本

会

議

関

係

行

事
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